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浦安観光の概況
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浦安観光コンベンション協会

日本の国内大衆旅行時代 インバウンド観光時代の到来

日本の経済成長エンジン・地域活性化産業国民の余暇・レジャーとしての観光

（観光市場の変化）

（日本の観光政策）

人口オーナス・少子高齢化・低成長人口ボーナス・経済発展

（マクロ経済環境）

（観光協会） （DMO）

2016年
明日の日本を支える
観光ビジョン策定

浦安駅
開業

TDR
開業

新型コロナ
ウイルス

1983年 2020年～2023年1969年

国際観光都市
Urayasu

2050年

第一次 浦安観光振興期

国内市場・観光インフラ・ハード整備

第二次 浦安観光振興期

インバウンド市場・観光マーケティング

国内観光都市
ブランド確立

国際観光都市
ブランド確立

■浦安の観光施策の方向性

■浦安の観光の変遷

昭和～平成
国内有数の観光都市へ発展

令和の時代
国際観光都市を目指す流入人口増加

これからの観光施策今迄の観光施策
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浦安市のポジション
浦安市のポジション

■浦安の宿泊データ （２０１９年データ比較）

長崎県・熊本県・奈良県を越える 長崎県・宮城県・奈良県を越える

総宿泊者数
約８０７万人

総宿泊者数
約８６万人

浦安市一つで「長崎県」「奈良県」を越える来訪者

都道府県延べ宿泊者数 都道府県外国人延べ宿泊者数
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■浦安の客室数の比較

1位 浦安市 11,705室 39施設
2位 千葉市 9,481室 91施設
3位 成田市 9,133室 55施設
4位 南房総市 2,336室 181施設
5位 市原市 2,104室 50施設
6位 木更津市 2,032室 29施設
7位 鴨川市 1,919室 92施設
8位 船橋市 1,905室 37施設
9位 柏市 1,666室 30施設
10位 館山市 1,428室 122施設

浦安の客室数の県内比較（2019年） 千葉県と浦安の宿泊者数比較（2019年）

宿泊者数 修学旅行者数

千葉県全体 20,100,902 529,316

浦安市 8,074,604 406,803

浦安シェア 40.1％ 76.8％
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＊浦安市の宿泊施設は現在約１３，０００室に増えている。
＊修学旅行者数は上記の通り７０％を超え県内で圧倒的な集客数を持つ。
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■浦安市の産業構造（付加価値額（企業単位） 経済センサス‐活動調査）

2016年の生活関連サービス業、娯楽業と宿泊業、飲食サービス業の付加価値
は2448億8900万円で市全体3740億5900万円の65％を占めている。
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●浦安市全体への観光の経済波及効果
●観光客の舞浜地区への一極集中及び二次交通の整備
●地元の特産品、土産開発等、地元事業者と観光産業との連携
●海外インバウンドへの情報発信、多言語案内・Wifi等受入環境整備
●観光マーケティングの実施に向けたデータ収集及び分析
●地域資源を活用したコンテンツ・商品化の取組み
●地域の観光人材の確保と育成
●住民と観光客に向けたユニバーサルツーリズムの推進
●観光DXへの取組み
●観光推進組織のリソース及び機能強化

■浦安観光の主な課題

舞浜エリアに「観光客の消費」が集中。
地域全体への裨益が課題。
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■（参考）観光の経済波及効果

費目別の外国人旅行消費額

宿泊以外でも飲食・交通・買物など広く消費

宿泊者の街への回遊・滞在・消費活動を促す事により大きな地域経済効果

浦安試算：80万人の外国人が街で１５，０００円消費すると１２０億相当の経済効果

域内の飲食・交通・

娯楽・買い物

経済波及効果

宿泊税
●●億
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■（参考資料）TDRの来場者の変遷

関東圏：66.3％→60.8％に減少
海外：3.2％→9.6％に増加

2009年からの10年で来場者層に大きな変化

従来の「TDRの来訪者は観光しない」の考えを見直し、今後は特にインバウンド客を中心に
観光客の市内への回遊を促進し地域経済への波及効果を高める取組を進めていきたい。

オリエンタルランドアニュアルレポートより
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■浦安観光イノベーションプラン

浦安の観光はTDRの開業と共に、国内の観光地としての圧倒的な
知名度の向上や大規模宿泊施設の開発によりこの４０年で大きく発
展してきました。
一方、近年の浦安市の状況を見てみると、「高齢化の進展」や「若年
層の減少」、古くからある「商店街や施設などの閉鎖」など他の日本
の地域と同様に様々な課題も顕在化してきてきました。
本年５月日本政府は「新たな観光立国推進基本計画」を閣議決定し、
コロナの影響で日本に広がった「内向き思考」を脱却して「ビジネス」
「教育・研究」「文化芸術」「スポーツ」「自然」といった新たな視点での
「新時代のインバウンド拡大アクションプラン」を策定、コロ ナ前を上
回る５兆円の訪日外国人の旅行消費の早期達成など「日本の国力
向上」を目指しています。
この度、浦安観光コンベンション協会では、改めて現在の浦安の観
光を取り巻く環境を分析し、浦安における観光推進の意義や組織の
存在意義、価値、そしてあるべき姿を見つめ直し、「浦安観光イノ
ベーションプラン」としてとりまとめました。

コロナ禍を経て、回復から再度成長に向かう中、現在、未来に求め
られる浦安の観光推進の在り方について検討を重ねて来ました。

本プランをたたき台として、関係各所との議論を深めていければ幸い
です。

2023年9月 浦安観光コンベンション協会

浦安観光コンベンション協会では、浦安の本質的な観光課題の解決と地域の将来に向けた観光セクターとしての
貢献を目指して、浦安観光イノベーションプランを昨年より策定、実施中。
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宿泊税について
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●地域における観光振興の財源確保については政府・地方自治体において長らく課題とされている。
●少子高齢化時代においては自治体における一般財源での観光振興予算の確保はハードルが高く

国の補助金や一部温泉地の入湯税などに頼らざるをえない状況であった。
●「宿泊税」は、法定外目的税として、従来の自治体の一般財源に頼らない新たな税収で、持続的な観光を目指す

自治体、観光協会、DMOにおいて極めて大切な仕組み。
●国や他の自治体も「既存施策の単なる穴埋め」ではなく高次元の観光施策への活用を促している。
●住民サービスや医療、ゴミ問題等への市民生活への対応も非常に重要。
●一方で宿泊税を安定的に徴収する為には観光振興への投資も不可欠、バランスの取れた使用用途が求められる。
●観光客から選ばれるための持続可能な観光振興施策を通じ、観光による地元経済への波及効果や地元での雇用の
促進、宿泊税に加え地域産業からの税収も増える等地域経済の好循環形成への活用が期待される。

■観光セクターからみた宿泊税の意義

観光振興による地域経済の好循環の形成

＊観光庁資料を基に作成
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長崎市 福岡市 金沢市 浦安市

人口
*2024年1月末
住基

395,438 1,645,123 444,667 171,491

宿泊者数（人泊）

2019年データ
2,705,200 9,780,000 3,431,493 8,074,604

宿泊税充当観光
振興予算
2024年度予算（千円）

464,564 5,891,396 1,629,066 ー

宿泊税

2024年度予算（千円）
325,216 2,881,314 890,000 ー

宿泊税充当率
観光振興予算/宿泊税 1.43 2.04 1.83 ー

■観光予算・宿泊税の他都市との比較
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浦安の宿泊税を充当した観光振興予算は３０億～５０億規模と想定
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参考）長崎市関連予算（令和6年）
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福岡市 観光関連事業費約５９億・宿泊税約２９億

参考）福岡市観光関連事業（令和6年）
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参考）金沢市観光関連事業（令和6年）
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■宿泊税の使途について ～住んで良し・訪れて良しの浦安を目指して～

生活地

ユニバーサルツーリズム

救急医療

衛生管理

手荷物サービス

Wifi設置 広報・情報発信

観光開発

地域コンテンツ開発

二次交通開発

地域イベント

市場調査・データ収集分析

キャッシュレス・オンライン決済

フードダイバーシティ

観光人材育成

観光地

交通・インフラ整備
観光案内所・多言語サービス

住民サービスと観光振興の「対立軸」でなく「調和・共生」を目指していく

誘客プロモーション

観光地としての浦安生活地としての浦安

観光DX対応

宿泊税の使途は、住民・観光客・地域に配慮した運用を期待

＜宿泊税の使途イメージ＞

危機管理サービス

渋滞対策
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物産開発
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・宿泊税の活用にあたっては、地域の観光関連事業者の細やかな要望や当地を訪れる観光客の特性に合わせた
観光施策の実施が求められる。

・宿泊税は、浦安を訪れる観光客からそのエリアの施設で徴収するもの。その地域の来訪者の要望を直接感じられ
観光施策に反映できる地域に密着した地元観光セクターでの運用が最も効果的と考えられる。

＜＊提案＞
福岡市方式の採用。（福岡県２００円＜福岡市１５０円 福岡県・５０円＞）
地域主導でありながら他地域との連携、県全体の発展も視野に入れている福岡市方式を提案。

浦安の持続可能な観光まちづくりを推進していくには、市における医療体制、消防インフラ、ごみ処理体制、舞浜エリ
アを中心とした二次交通など滞在人口に対する経費負担及び宿泊事業者への支援、インバウンド市場に向けた観光
プロモーション、ＭＩＣＥの誘致、観光DXへの取組み、地元事業者への観光経済の拡大など、地域が主体となった観光
まちづくりの取組が求められる。

■県と市の宿泊税の運用について

■課税免除の範囲について

浦安は全国から多くの中高生が修学旅行で訪れているおり、修学旅行の課税に関しては教育旅行市場における競合
都市の課税免除状況や公立学校の教育旅行費の予算の範囲、家計における教育費の負担、さらには将来のリピー
ターとしての可能性などを鑑み、京都市と同様に「課税免除」を提案。
（千葉県全体の修学旅行者数：浦安市の修学旅行者数 333,573 人： 237,362 人 71％）Ｒ4年千葉県観光入込調査報告書）
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■課税要件と宿泊税の運用について
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